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たマイネル誕生百周年記念シンポジウムの基調講演において、“Zur Bedeutung der 
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26 ベルグソンによれば、抽象的一般とは例えば、赤、橙、黄、緑、青、藍、紫と並ぶ虹の彩をを無視して、それらを
ただ「色」と呼ぶことであり、具体的普遍とは、そうした個々の色合いを認めたうえで、そうした彩色が一点にまと



































































































































































































































































                                                   
31 安永によれば、分裂病（統合失調症）の場合、この『パターン』が逆転しているという。すなわち、Ｂ／Ａ、Ａ＜




























































































































きたい（195：38 頁以下：196：28 頁以下）。 
 ７３ 
すでに述べた体験の『パターン』構造において両極をなすＡ項、Ｂ項は、さらに強さを付与


















































しかし a≧b と表記される体験構造において重要なことは、常に a の高まりが体験の出発点で
あり、体験はそこを起点として b 方向へと流れている、ということである。 
このことから指摘できることは、われわれがどのような態度で運動と対峙するかによって、




































                                                   

































































                                                   
34 安永によれば、分裂病（統合失調症）ではこのパターンの逆転が起き、自分というものがない状態になっていると




























































                                                   
35 安永はこのようなものを“姿勢覚”によるものととらえている（198：206 頁以下）。 
 




























                                                   
37 「  」内のひらがなは、言語の影響を受けないで認識、了解する概念を示す。後で出てくる『  』の漢字交じ




























































































                                                   































































































































































































































































                                                   



































51 時枝の言語過程説は、『国語学原論』の中でまとまった形で提唱されている。この本は昭和 16 年（1941）に刊行
































































































































































   基本語は、動詞や形容詞の場合には、理解度、使用法には名詞の場合ほど人による違いはな
い（168：117 頁）。たとえば、「痛い」や「行く」ということばの意味を知らない子どもはい




























































































































































                                                   
55 比喩的な表現に関しては、さらに 隠喩的表現（「警察の犬」）、さらに換喩（「今日は鍋だ！」→鍋料理）や提喩（「め




















































































































































































































































































































































                                                   
58 関口は、『趣味のドイツ語』（1979）の中で“意味形態”の概念について以下のように説明している。ほんのちょっ
ぴりとかほんの少々ということを言いたいとき、「西洋人は西洋人なりの癖があって、・・・たとえば um ein Haar（髪












































































































11 に示したように終わりなく続くという（161：265 頁）。 
 
 
図 11 意味の階層 
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